
第４回半田市水道料金等審議会 次第 

 

日時：令和７年９月１０日（水）１９時～ 

  会場：半田市役所 庁議室（４階）   

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）第１回 現状説明のおさらい 

 

（２）現行料金のシミュレーション 

 

（３）平均改定率の提案 

 

 

３ その他 

（１）今後の予定について 

 

（２）その他 

 

４ 閉会 

 

 

◆次回以後開催予定 

第５回 令和７年１０月 ８日（水）１９時～２１時：上水 

第６回 令和７年１１月 ５日（水）１９時～２１時：上水 

第７回 令和７年１１月２６日（水）１９時～２１時：上水・下水 

予備日 令和７年１２月１０日（水）１９時～２１時： 

会 場：半田市役所大会議室（４階）または庁議室（４階） 
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第４回水道料金等審議会
【上水道課】令和７年９月１０日

1

【本審議会の流れとスケジュール】

2

将来の経費の

総額を予測

基本料金

算出

水量料金

算出

配分検討

需要家費

利用者へのサービス提供
に直接かかる費用

【例】検針費用

固定費

給水量に関係なく一定し
て発生する費用

【例】維持管理費

変動費

給水量に応じて増減する
費用

【例】 薬品費、燃料費

料金改定率を決定

手順① 将来の経費予測

手順② 経費の分解

手順③ 固定費の配分
手順④ 料金体系の算出

今回(第４回)の
審議会での協議内容

第５回予定 第６回予定

固定費の基本料金への配分率を決定 料金区分や金額を決定

口径別

水量別

1

2
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目次

3

１.第1回 現状説明のおさらい

２.現行料金のシミュレーション

３.平均改定率の提案

１.第1回 現状説明のおさらい

4

3

4
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【水道事業の経営】

「水道事業」は地方公共団体が経営する企業であり、地方公営企業法に
準拠して事業を行っています。したがって、使用者からの料金収入のみ
で事業を行うことが原則となります。

【地方公営企業法】

第１７条の二（経費負担の原則）

地方公営企業の特別会計においては、その経費は、前項の規定により
地方公共団体の一般会計又は他の特別会計において負担するものを除き、
当該地方公営企業の経営に伴う収入をもつて充てなければならない。

独立採算制が基本
5

【企業会計の仕組み】

6

営業外収益

営 業 収 益

給水収益
(料金収入）

収入

純損益

営業費用

受水費等

営 業 外 費 用

減価償却費

支出

収益的収支

水道水を供給する経費とその財源

企 業 債

補てん財源

補 助 金 ・ 負 担 金

収入

建設改 良費

企 業 債
償 還 金

支出

資本的収支

水道施設を整備するための経費とその財源

内部留保資金

5
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【内部留保資金について】

・内部留保資金とは

運転資金や引当金、大規模災害等への備えのために
持っておく必要のある資金

・なぜ13億円なのか

新水道ビジョンで、「１年分の収益的支出（約18億
円）から、現金支出の発生がない減価償却費を除い
た費用」として定めている。

7

【経営の基本方針】

①水道施設の計画的な改築・更新

②純利益の確保（料金回収率１００%以上）

③内部留保資金（１３億円）の確保

8

7
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【料金回収率について】

9

料金回収率(%)＝
給水原価

供給単価
×100

水を作る費用

独立採算制では、
料金回収率100％以上が必要

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えている
かを表すもので、経営の健全性を図る代表的な指標

水を売った収益

【企業努力の実績】

10

〇お客様サービスの向上

➡スマートメーターの導入などによるDX推進

〇費用削減・業務効率化

➡広域連携の推進等

〇計画的な管路更新

➡基幹管路耐震化率88.5%を達成（県下最高）

〇費用削減

➡他事業体との料金システム等の共同化

〇業務効率化

➡民間委託の実施

～これから～

～これまで～

9
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【今後の課題】

11

収益 費用

健全な経営 今後の予想

費用
収益

収支ギャップ

・給水収益の減少

・受水費の値上げ
・施設の更新費用の増加

・給水収益の減少
・県水受水費の値上げ
・施設の更新費用の増加

収支が不均衡

２.現行料金のシミュレーション

12
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【給水収益の見通し】

13
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

有収水量

(m3/年)

給水収益(税抜)

(千円) 給水収益と有収水量の見込み

給水収益 有収水量

人口：115,132人
収益：1,747,294千円

人口：111,343人(-3,789人)
収益：1,690,063千円(-57,231千円)

➡ R16はR6と比較して、約5,700万円の収益減

実
績

有収水量の減少

【県水受水費の見通し】

14

・県営水道の料金は以下のとおり値上げが決定

・２段階で改定（値上げ）

令和６年１０月～ 従量料金２６円→２８円

令和８年 ４月～ 従量料金２８円→３２円

・半田市では、水の全てを県から購入している。

・支出のうち、県水受水費が占める割合は約50％と非常に大きい。

受水費

49%

減価償却費

28%

支払利息

0%

その他費用

23%

支出の内訳

13
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【県水受水費の見通し】

15
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県水受水費

(百万円)
値上げ
前年比+5,200万円値上げ

前年比+2,700万円

➡ 令和５年度以降2段階の料金値上げにより、約7,900万円の費用増

基本料金

従量料金

【建設改良費の見通し】

16

○管路更新需要の増加について

基幹管路（Φ300以上）の耐震化は着実に進めている一方、配水支管（Φ300

未満）の経年化が進行している。管路経年化率は現状では約15%と低い水準で

あるが、計画的な改築・更新を行わなければ今後急激に増加していく見込みで

ある。
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管路経年化率の
増加
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【財政シミュレーション(現行料金)】

17

現行料金を続けた場合
令和8年度に料金回収率100％を下回る
令和9年度に内部留保資金13億円を下回る

令和８年度中の
料金改定が必要

水道料金

３．平均改定率の提案

18

17
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19

一 部 料 金 制 二 部 料 金 制

定 額 料 金 制 従 量 料 金 制

基本料金

＋

従 量 料 金

均 一 料 金 口 径 別 料 金 用 途 別 料 金

基本水量あり 基本水量なし

無 差 別 制 差 別 制

逓 増 型
従量料金制

単 一 型
従量料金制

逓 増 型
従量料金制

単 一 型
従量料金制

二部料金制

・固定費を基本料金で回収

→収入が安定しやすい

口径別料金

・施設の供給能力応じた料金設定

→負担の公平性が確保される

【現行料金体系について】

料金体系の変更は
行いません

現行料金体系の特徴

半田市現行料金体系では、口径別料金体系－逓増型従量料金制(基本水量なし)

を採用しています。

20

【現行料金の課題と改定目標】

課題①：総括原価の確認

目標：経営戦略で示した経営方針の達成

課題②：収入の安定化

目標：基本料金の割合増加

課題③：負担の公平性の確保

目標：口径別負担率の緩和、逓増度の緩和

本日の
審議会の議題

次回以降の
審議会の議題

19

20
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【経営方針を達成するには】

○平均改定率の決定方法

・純利益の確保（料金回収率100%以上）

・内部留保資金13億円の確保

○目標年度

・経営戦略の計画期間(～令和16年度)

⇒平均改定率約20%

ケース 平均改定率

料金回収率(%)
(目標：100%以上)

内部留保額(億円)
(目標：13億円以上)

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

現行料金 － 103.2 97.7 96.4 94.5 93.0 91.6 90.3 88.8 87.6 86.4 20.7 15.6 12.2 9.3 7.0 4.7 0.1 -4.6 -9.4 -14.2

改定案 20% 103.2 107.0 114.7 112.4 110.7 109.0 107.4 105.7 104.2 102.8 20.7 17.2 17.1 17.5 18.5 19.4 18.0 16.5 15.0 13.4

＊1：料金改定は、令和8年度下期より実施とする。

22

財政シミュレーション(約20％改定の場合)

21

22


